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の
許
認
可
権
限
は
県
な
の
で
、
議

員
が
指
摘
し
た
日
に
速
や
か
に
県

に
通
報
し
、
対
応
す
る
よ
う
に
指

摘
し
た
。
県
は
廃
棄
物
の
無
許
可

で
の
積
み
か
え
保
管
、
不
適
正
保

管
等
の
疑
い
で
、
業
者
を
呼
ん
で

現
場
指
導
を
行
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
そ
の
業
者
が
ま
だ
対
応
し

て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
速
や
か

に
撤
去
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き

県
に
業
者
指
導
を
依
頼
し
、
警
察

と
も
情
報
共
有
し
て
原
状
復
旧
す

る
よ
う
に
努
め
た
い
。
不
法
投
棄

を
さ
れ
な
い
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
自
治
会
の
清

掃
活
動
等
に
は
非
常
に
感
謝
し
て

い
る
。
不
法
投
棄
物
を
発
見
し
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
対
処

す
る
必
要
が
あ
る
。
市
は
多
発
す

る
地
域
を
中
心
に
不
法
投
棄
予
防

の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。

厳
し
い
法
律
が
あ
っ
て
も
、

会
社
を
倒
産
さ
せ
て
罰
金
を
払
わ

な
い
な
ど
の
事
例
が
全
国
で
あ
る

が
、
不
法
投
棄
に
つ
い
て
の
条
例

を
市
で
制
定
は
で
き
な
い
か
。

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
は
「
何
人
も
、
み

だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
て
は
な
ら

な
い
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に

違
反
し
た
者
は
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
，
０
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
ま
た
は
そ
の
両
方
を
科
せ

ら
れ
る
。
こ
れ
を
破
れ
ば
生
活
の

糧
を
な
く
す
こ
と
に
な
る
の
で
、

業
者
が
こ
の
法
律
を
守
る
の
は
原

則
だ
と
思
っ
て
い
る
。
市
は
橿
原

市
環
境
基
本
条
例
、
橿
原
市
廃
棄

物
の
処
理
及
び
再
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
お
よ
び
橿
原
市
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
対
応
し
て

い
る
。
厳
し
い
法
律
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
で
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。一般質問

西
川　

正
克

（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
の
医
療
費

窓
口
払
い
を
な
く
す

取

り

組

み

成
長
期
に
あ
る
子
ど
も
の
病

気
の
早
期
の
発
見
・
治
療
を
支
え

る
た
め
に
、
医
療
費
の
心
配
を
な

く
す
こ
と
は
大
き
な
子
育
て
支
援

に
な
る
と
考
え
る
。
今
回
は
、
窓

口
で
医
療
費
を
払
う
と
き
に
、
一

部
負
担
金
を
除
く
医
療
費
が
助
成

さ
れ
る
現
物
給
付
方
式
に
つ
い
て

質
問
を
す
る
。
現
物
給
付
の
助
成

制
度
の
全
国
・
奈
良
県
の
取
り
組

み
状
況
、
現
在
の
本
市
の
状
況
は
。

平
成
２９
年
度
現
在
、
奈
良
・

福
井
・
三
重
・
鹿
児
島
県
が
、
自

動
償
還
方
式
で
医
療
費
助
成
を
行

っ
て
い
る
が
、３０
年
度
よ
り
福
井
・

三
重
県
が
現
物
給
付
へ
移
行
す
る
。

奈
良
県
は
、
３１
年
８
月
よ
り
、
現

物
給
付
方
式
に
よ
り
未
就
学
児
ま

で
の
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

る
。
本
市
は
、
３１
年
８
月
か
ら
の

現
物
給
付
方
式
の
事
業
開
始
に
向

け
、
３０
年
度
予
算
に
シ
ス
テ
ム
改

修
経
費
を
計
上
し
、
現
物
給
付
方

式
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

全
国
的
に
は
一
部
負
担
金
を

除
い
て
窓
口
払
い
は
医
療
費
助
成

さ
れ
る
方
式
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

他
の
議
員
か
ら
も
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
て
市
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
や
っ
て
ほ
し
い
と
要
望
さ
れ

て
い
た
が
、
い
ま
だ
に
な
っ
て
い

な
い
原
因
は
。

国
民
健
康
保
険
法
等
で
は
、

一
旦
医
療
機
関
窓
口
で
必
ず
受
診

時
に
自
己
負
担
を
支
払
う
こ
と
が

基
本
原
則
と
な
っ
て
い
る
。
一
部

負
担
を
取
ら
な
い
場
合
、
国
庫
負

担
金
の
全
額
調
整
措
置
が
課
せ
ら

れ
る
こ
と
が
現
物
給
付
化
に
対
す

る
大
き
な
障
害
で
あ
る
。
自
治
体

に
と
っ
て
減
額
措
置
は
大
き
な
財

政
負
担
と
な
る
の
で
、
今
ま
で
踏

み
込
め
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、

現
物
給
付
方
式
に
な
る
こ
と
で
、

安
易
な
受
診
の
増
加
に
つ
な
が
る

危
惧
が
あ
り
、
医
療
提
供
体
制
に

与
え
る
影
響
や
医
療
費
の
適
正
化

を
目
指
す
上
で
も
、
配
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
の
１
つ
と
考

え
て
い
る
。

小
・
中
学
校
へ
の

防

災

の

備

蓄

現
在
の
本
市
に
お
け
る
防
災

の
備
蓄
状
況
は
。

想
定
上
、
本
市
に
最
大
の
地

震
被
害
を
及
ぼ
す
奈
良
盆
地
東
縁

断
層
帯
地
震
が
発
生
す
る
と
、
最

大
で
推
定
約
４
万
人
の
避
難
者
が

発
生
す
る
。
そ
の
避
難
者
に
対
応

す
べ
く
、
橿
原
運
動
公
園
、
本
庁

舎
、
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク
で
備

蓄
を
し
て
い
る
。
食
料
は
、
ア
ル

フ
ァ
米
１
万
５
０
０
食
、
５
年
保

存
の
パ
ン
１
万
２
０
０
食
、
栄
養

機
能
食
品
４
千
食
、
ア
レ
ル
ギ
ー

対
応
食
品
４
千
食
、
ク
ラ
ッ
カ
ー

１
万
３
，
８
０
０
食
、
合
計
４
万

２
，
５
０
０
食
。
そ
の
ほ
か
、
毛

布
２
万
２
千
枚
、
組
み
立
て
式
の

ト
イ
レ
３７
基
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

８８
セ
ッ
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ル
ー

ム
２０
セ
ッ
ト
、
投
光
機
と
発
電
機

の
セ
ッ
ト
が
９９
台
、
炊
き
出
し
の

機
械
１８
台
な
ど
を
備
蓄
し
て
い
る
。

食
料
品
な
ど
消
費
期
限
が
あ
る
も

の
は
随
時
入
れ
か
え
て
い
く
。
備

蓄
品
の
ニ
ー
ズ
は
時
代
に
よ
っ
て

変
わ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
形
で
備
蓄
品
目
の
選

定
も
行
い
た
い
。

平
成
２９
年
１０
月
の
台
風
２１
号

の
際
に
は
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、

避
難
準
備
の
メ
ー
ル
が
配
信
さ
れ
、

小
学
校
の
体
育
館
な
ど
に
避
難
さ

れ
た
高
齢
者
も
い
た
よ
う
で
あ
る
。

ど
の
よ
う
に
避
難
者
に
対
応
し
、

備
蓄
物
資
を
避
難
所
へ
運
ん
だ
の

か
。

避
難
準
備
情
報
を
出
し
、
あ

わ
せ
て
避
難
所
を
開
設
し
た
。
当

初
は
６
、
７
カ
所
の
避
難
所
に
約

８１
人
が
避
難
を
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
避
難
所
の
数
を
把
握
し
た
上

で
、
物
資
担
当
者
が
備
蓄
倉
庫
か

ら
毛
布
を
出
し
て
持
っ
て
い
く
対

応
に
な
っ
た
。

避
難
所
で
あ
る
小
・
中
学
校

の
体
育
館
に
備
蓄
が
あ
れ
ば
、
運

ぶ
手
間
が
な
い
の
で
は
。

以
前
、
小
・
中
学
校
に
備
蓄

品
を
置
い
て
い
た
が
、
温
度
管
理

が
で
き
な
い
等
、
物
資
の
品
質
を

維
持
で
き
ず
と
り
や
め
た
。
今
は

運
動
公
園
に
大
き
な
備
蓄
倉
庫
を

建
て
、
集
中
管
理
を
し
て
お
り
、

本
市
の
地
理
的
な
条
件
や
面
積
等

を
考
慮
し
た
場
合
、
備
蓄
物
資
は

集
中
管
理
が
合
理
的
と
考
え
る
。

現
在
の
容
量
が
足
ら
な
く
な
り
、

新
た
な
備
蓄
場
所
が
必
要
な
場
合


